






























フィールドセンター 3 部門 6 分野の教員とその教育研究を力強くサポートする技術職員によって，このような全学で高く
評価されている農学研究科を代表する活発な教育研究活動が展開されています。
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（Paviljonki Congress Center, Jyvaskyla, June 12 - 15） 
Fukasawa, Y., Hyodo, F., Kawakami, S.（2018） Forag-
ing association between myxomycetes and fungal communities 
on coarse woody debris. Ecology of Soil Microorganisms（Hall 
of Culture, Helsinki, June 17 - 21）
Fukasawa, Y., Ando, Y., Oishi, Y., Matsukura, K., 
Okano, K., Song, Z., Sakuma, D.（2018）Forest dieback af-
fects spruce seedling regeneration on coarse woody debris by al-
tering wood decomposer fungal community. State of the World’s 
fungi Symposium（Royal Botanic Gardens Kew, London, Sep-
tember 13 - 14）
Okano, K., Matsuo, A., Araki, M., Ohta, S., Fuji-
bayashi, M., Miyata, N.（2018）The relationship of the mi-
crobiota including algal bloom forming cyanobacteria and the 
environmental factors in Lake Hachiro. 17th World Lake Confer-
ence（Tsukuba International Congress Center, Tsukuba, October 
15-19）
Fukasawa, Y., Jones , L., Ghafar, F., Boddy, L.（2018） 
How does a fungal mycelium respond to the quantity and direc-
tion of new resources? BES Annual Meeting 2018（ICC Bir-
mingham, Birmingham, December 16 - 19）
陶山佳久（2018）森林生態・遺伝育種学的研究のための
分子生物学的分析手法の開発と普及．第 129 回日本森林学
会大会（高知県立県民文化ホール，高知市，3 月 26 - 29 日）
陶山佳久（2018）森林遺伝育種学的研究のための
MIG - seq（multiplexed ISSR genotyping by sequencing）法の
開発．森林遺伝育種学会第 7 回大会（東京大学農学部キャ
ンパス，東京，11 月 9 日）
陶山佳久（2018）次世代シーケンサーを用いた手軽な分
子系統・集団遺伝解析．日本生態学会東北地区会第 63 回
弘前大会（星と森のロマントピア，弘前市，12 月 1 - 2 日）







会（金沢歌劇座，金沢市，3 月 8 - 10 日）
Ngoc, N.V.，Binh., H.T.，田金秀一郎，遠山弘法，間瀬
慶子，満行知花，Joeri Sergej Strijk，陶山佳久，矢原徹一，
A taxonomic study of Lithocarpus elegans, L. hancei and its rel-
atives（Fagaceae）in Southeast Asia, based on next generation 
DNA barcodes and morphological observations. 日本植物分類




onomic study of Quercus langbianensis complex based on mor-
phology, and DNA barcodes of classic and next generation se-
quences. 日本植物分類学会第 17 回大会（金沢歌劇座，金沢





3 月 8 - 10 日）
田村紗彩，福田知子，Pimenova, E.A., Petrunenko, E.A., 





会（金沢歌劇座，金沢市，3 月 8 - 10 日）
阪口翔太，髙橋大樹，瀬戸口浩彰，綱本良啓，陶山佳久，
Qiu, Y.，Li, P.，Lu, R.，井鷺裕司，日華区系におけるイワ
ユキノシタ属の隔離分布形成史と繁殖システムの進化．日
本植物分類学会第 17 回大会（金沢歌劇座，金沢市，3 月
8 - 10 日）
根岸有紀，松尾　歩，鈴木政紀，清和研二，樹木の種多
様性が細根の生産性を増加させるか－スギ人工林の間伐強
度試験 14 年目の結果から－．第 65 回日本生態学会大会（札




ンベンションセンター，札幌，3 月 14 - 18 日）
陶山佳久，綱本良啓，満行知花，改良 MIG - seq 法の概要．
第 65 回日本生態学会大会（札幌コンベンションセンター，
札幌，3 月 14 - 18 日）
綱本良啓，廣田　峻，石井直浩，小沼拓矢，陶山佳久，
MIG - seq で加速する絶滅危惧植物の保全遺伝学的データ取
得．第 65 回日本生態学会大会（札幌コンベンションセン
ター，札幌，3 月 14 - 18 日）
小泉逸郎，満行知花，綱本良啓，西川　潮，川井唯史，
大高明史，陶山佳久，地史の生き証人，ニホンザリガニの
更なる進化史：MIG - seq だから分かったこと．第 65 回日
本生態学会大会（札幌コンベンションセンター，札幌，3
月 14 - 18 日）
満行知花，田金秀一郎，遠山弘法，間瀬慶子，矢原徹一，
松尾　歩，陶山佳久，東南アジア熱帯林構成種における多
数の新種発見に活かされる MIG - seq．第 65 回日本生態学
会大会（札幌コンベンションセンター，札幌，3月 14 - 18日）
綱本良啓，満行知花，陶山佳久，MIG - seq：NGS を用い
た迅速で簡単な多型解析法．第 65 回日本生態学会大会（札
幌コンベンションセンター，札幌，3 月 14 - 18 日）
藤田琴実，満行知花，綱本良啓，井鷺裕司，Gildas Gâ 
teblé，陶山佳久，ニューカレドニアで適応放散したシソ
科植物 Oxera baladica の全分布域を対象とした遺伝的集団
構造解析．第 65 回日本生態学会大会（札幌コンベンショ
ンセンター，札幌，3 月 14 - 18 日）
東　悠斗，矢原徹一，陶山佳久，屋久島の国有林におけ
るヤクシカの餌植－次世代シーケンサーを用いたヤクシカ
糞の植物 DNA 解析－．第 65 回日本生態学会大会（札幌コ
ンベンションセンター，札幌，3 月 14 - 18 日）
満行知花，渡邊幹男，陶山佳久，MIG - seq 法を用いた在
来 2 倍体タンポポの遺伝的集団構造．第 65 回日本生態学









第 42 回大会（東北大学青葉山新キャンパス，仙台市，3 月








































松江市，12 月 5 - 7 日）
陶山佳久，松尾　歩，廣田　峻，MIG - seq 法：次世代シー
ケンサーを用いた手軽なゲノムワイド塩基配列分析．日本
DNA 多型学会第 27 回学術集会（松江イングリッシュガー
デン，松江市，12 月 5 - 7 日）
袰 岩 美 月，Taquet, C.，Suharsono，Susanto, H.A.，
Fortes, M.， Jompa I.，Phongsuwan, N.，Vogler, C.，




比較解析．日本 DNA 多型学会第 27 回学術集会（松江イン



























大学海洋学部，静岡市，10 月 20 ～ 21 日）（2018）
張替仁人，西野麻知子，池田　実，占部城太郎，外来淡
水エビ Neocaridina spp. による国内在来種ミナミヌマエビ
Neocaridina denticulata denticulata 集団への遺伝子汚染，日
本甲殻類学会　第 56 回大会（東海大学海洋学部，静岡市，






















◯頼末武史，Benny K. K. Chan，伊佐田智規，仲岡雅裕，
International Summer Course on Integrated Marine Biology and 
Ecology Ⅱ（北海道大学・北方生物圏フィールド科学セン
ター・厚岸臨海実験所，7 月 22 日～ 28 日）（臨海実習）
米澤千夏（2018）川渡フィールドセンターのパラモータ
観測による放射線量モニタリング，地理情報システム学会
東北支部研究交流会（2018 年 1 月 16 日，仙台）
Yonezawa, C. Rice field extraction using PALSAR - 2 full 
polarimetric data in the Sendai Plain. Joint PI Meeting of Global 





ム，2 月 9 日．
Miura, Y. and Yonezawa C.　Classification of polarimet-
ric SAR imagery for forest extraction with airborne LiDAR data. 
15th International Symposium on Integrated Field Science Bio-
logical Interactions for Sustainable Agriculture（2018 年 3 月 14
日，仙台）
Furuya, S., Yonezawa, C., Ishistuka, N., Kojima, S. 　
An Experimental Study of Crop Discrimination Using Pi - SAR2 
Data, 15th International Symposium on Integrated Field Science 








日本リモートセンシング学会第 64 回（平成 30 年度春季）
学術講演会（2018 年 5 月 18 日，東京大学）
三浦祐未・米澤千夏（2018）全偏波観測 SAR 画像と
LiDAR データを用いた森林抽出，社）日本リモートセンシ
ング学会第 64 回（平成 30 年度春季）学術講演会（2018 年
5 月 18 日，東京大学）
古屋　聡・米澤千夏・石塚直樹・児島正一郎　X バンド
航空機搭載合成開口レーダ（Pi-SAR2）による作付作物の












大会　（2018 年 10 月 20 日，首都大学東京）
Saito, G., Uto, K., Sasaki, Y., Oda, K., Sato, J., Yoshi-
no, K., Yonezawa, C.（2018）Determination of Planting 
Crops Using Satellite Data at Shonai Plain in Japan. International 





成 30 年度秋季）学術講演会（2018 年 11 月 27 日，香川）
村田裕樹・小松輝久・米澤千夏（2018）岩手県広田湾の
養殖筏のオブジェクトベース画像解析による自動抽出，
（社）日本リモートセンシング学会第 65 回（平成 30 年度

















年 11 月 10 日）
Takizawa S, Fukuda Y, Tada C, Nakai Y.（2018）
Change in Cellulase Activity during Pretreatment with Rumen 
Fluid for the Anaerobic Digestion of Lignocellulosic Biomass. 
Water and Environment Technology Conference 2018.
Umetsu M, FukudaA Y, Takahashi H, Tada C.（2018）
Electricity Generation with a Fed-Batch Type and a Continuous 
Type Methanogen Cathode Microbial Fuel Cell. The Water and 
Environment Technology Conference 2018. 
○ Feng M , Tada C, Sugawara R.（2018）Methane fer-
mentation of organic waste with different C / N ratios. The 15th 
International Symposium on Integrated Field Science.
○ Feng M , Fukuda Y, Tada C.（2018）Suppression of 
bacterial wilt disease using anaerobic digester effluent. Water and 























平成 30 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室に在
籍した学生は，学部 4 年生 9 名，学部研究生 0 名，大学院
博士課程前期 2 年の課程 11 名，同後期 3 年の課程 5 名の
合計 25 名であった。また，5 学系の学部 3 年生，学部 1 年











を計 5.77 ha に作付した。これらを減農薬・減化学肥料栽培
（4.79 ha）を中心に，有機栽培区（0.60 ha）および慣行栽
培区（0.38 ha）において栽培した。収量は 433 kg / 10 a であっ
た（平年収量は 464 kg）。畑作物としては，バレイショは




をそれぞれ 6 a，ナガイモ（トロフィー 1066，ねばり芋，
姫神芋）を 11 a で栽培した。ニンジンの総収穫量は 868 kg，
ゴボウは 290 kg であった。ナガイモの総収量は 3,287 kg で
あった。果樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は
294 kg で，売払いは 207 kg であった。ブルーベリーの総粗
収量は 347 kg であり，カラスによる食害もあり平年収量の











は生草換算で 1,111 t，10 a 当たり 3.2 t となった。なお，北
山放牧地については今年度も耕起除染作業に着手すること
はできず，次年度以降に対応することとした。青刈り作物
として，デントコーンを総面積 2.5 ha に作付けしたが，台
風の影響で全面倒伏したため収量が減少し，総収量は 54.0 t







数は，ホルスタイン種 33 頭，黒毛和種 94 頭，日本短角種
23 頭，緬羊 31 頭であったが，生産・出荷・死亡・管理換
えを経て，年度末にはそれぞれ 36 頭，83 頭，24 頭，31 頭
となった。出荷した黒毛和種去勢牛 12 頭の枝肉格付けは，
A - 5 が 4 頭，A - 4 が 5 頭，A - 3 が 3 頭であった。瑕疵は
12 頭中 5 頭（41.7 %）で前年度（16.7 %）より増加した。
乳用種に関しては，平均搾乳頭数が 11.7 頭で過去 5 年の平
均（13.9 頭）より下回った。総産乳量は 80,962 kg であり，








きた。現有の農業用トラクタ 9 台の総利用時間は約 982 時
間で，その他の車両および自走式作業機械を合わせると約







































































及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 ha）
を設け，常置コドラート法による植生の変化を調査した。調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺約
14 ha（IBP 小屋を作業場として使用）









































































































































































































































































准教授：菅野　均志 圃番号 18 ノ 1 の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，ポット試験を実施し，リン利用率
の改善を目指す。なお，土壌の採取は前年度採取した試料が不足した場合に行い，最大で土嚢袋 20 程
度，以前の採取位置付近で行った。























栽培期間：播種を 6 月上旬に行い 11 月まで栽培





供試家畜：雌 20 ヶ月齢未満 1 頭

















































供試家畜：牛，ホルスタイン種　オス 5 ヶ月齢　1 頭
H 31 年 1 月 28 日　川渡 FSC より農学部へ移管
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（2）複合水域生産システム部
平成 30 年度の女川フィールドセンターにおいては，1 協
力講座 1 分野として附置されている沿岸生物生産システム





実習・教育に関する事について，4 月～ 6 月に行われた
学部 1 年生の「水圏環境コミュニケーション論」では，1
年生全員 159 名が 4 班に分かれ，各班 1 泊 2 日で計 4 回実
習を行った（写真 1）。6月は 3年生生産フィールド実習Ⅱ（写
真 2），8 月は 2 年生生産フィールド実習Ⅰ（写真 3）を実


















行い，また 11 月・1 月・2 月の 3 回に分けて JST 主催日本・
アジア青少年サイエンス交流事業「さくらサイエンスプ


























写真 11 写真 12





























































































































































































今年度は 6 月下旬および 10 月上旬にホヤのサンプリングのために女川フィールドセンターに訪問。6
月，10 月いずれの訪問も堀田と学生 2 名が参加し，ザラホヤやカタユウレイボヤの採取を行った。6










































































































1.  MS 広報活動 平成 30 年 4 月 14 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
2. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 17 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
3. MS 広報活動 平成 30 年 5 月 12 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
4. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 5 月 17 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
5. MS 広報活動 平成 30 年 5 月 19 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
6. MS 広報活動 平成 30 年 6 月 16 日 マリンサイエンス復興支援に係る広報活動
7. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 6 月 19 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
8. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 7 月 18 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
9. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 8 月 21 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
10. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 9 月 20 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
11. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 9 月 26 日 女川湾採泥調査　東海大学
12. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 9 月 28 日 女川湾採泥調査　東海大学
13. 翠皓ドック（上架） 平成 30 年 10 月 3 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
14. 翠皓ドック（下架） 平成 30 年 10 月 15 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
15. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 10 月 17 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
16. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 11 月 20 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
17. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 12 月 19 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
18. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 1 月 15 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
19. 翠皓ドック（上架） 平成 31 年 1 月 22 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
20. 翠皓ドック（下架） 平成 31 年 2 月 7 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
21. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 2 月 19 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
22. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 3 月 15 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
【海生　運航業務】
1. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 2 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
2. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 4 月 9 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
表 1-2-2　平成 30 年度　附属複合生態フィールド教育研究センター　複合水域生産システム部　船舶運航関連業務内容一覧
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業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
3. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 10 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
4. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 11 日 MS　H30 年度東北大－ NICT マッチング研究支援事業に関する研究のため
5. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 4 月 18 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
6. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 24 日 MS　H30 年度東北大－ NICT マッチング研究支援事業に関する研究のため
7. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 27 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
8. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 4 月 27 日 MS に関連した養殖環境調査現場の見学に使用するため
9. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 5 月 8 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
10. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 5 月 8 日 MS に関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを設置するため使用する
11. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 5 月 10 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
12. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 5 月 10 日 MS に関連した養殖環境調査の一環でセディメントトラップを回収するため使用する
13. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 5 月 15 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
14. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 5 月 22 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
15. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 6 月 6 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
16. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 6 月 7 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
17. MS 調査　水圏動物生理学分野 平成 30 年 6 月 11 日 MS 垂下ホタテガイのサンプリング
18. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 6 月 18 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
19. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 6 月 21 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
20. MS 調査　水圏動物生理学分野 平成 30 年 6 月 25 日 MS 垂下ホタテガイのサンプリング
21. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 6 月 25 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
22. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 7 月 3 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
23. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 7 月 5 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
24. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 7 月 10 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
25. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 7 月 12 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
26. MS 調査　水圏植物生態学分野 平成 30 年 7 月 13 日 MS 竹ノ浦・塚浜での潮間帯調査
27. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 7 月 23 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
28. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 8 月 6 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
26
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
29. MS 調査　水圏動物生理学分野 平成 30 年 8 月 20 日 MS 垂下ホタテガイのサンプリング
30. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 8 月 22 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
31. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 8 月 27 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
32. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 8 月 27 日 MS 研究内容を学ぶため（宮城大学学生）第一班
33. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 8 月 27 日 MS 研究内容を学ぶため（宮城大学学生）第二班
34. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 8 月 28 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
35. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 9 月 6 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
36. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 9 月 13 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
37. MS 調査　水圏動物生理学分野 平成 30 年 9 月 13 日 MS 垂下ホタテガイのサンプリング
38. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 9 月 19 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
39. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 9 月 21 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
40. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 10 月 4 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
41. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 10 月 11 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
42. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 10 月 16 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
43. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 10 月 23 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
44. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 11 月 13 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
45. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 11 月 15 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
46. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 11 月 16 日 MS 養殖調査のため
47. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 11 月 28 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
48. MS 調査　生物海洋学分野 平成 30 年 12 月 14 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
49. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 30 年 12 月 17 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
50. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 30 年 12 月 21 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
51. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 1 月 10 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
52. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 1 月 11 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
53. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 31 年 1 月 23 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
54. MS 調査　生物海洋学分野 平成 31 年 1 月 25 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
27
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　　要
55. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 1 月 28 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
56. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 2 月 6 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
57. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 31 年 2 月 12 日 海生定期ドック上架
58. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 31 年 2 月 15 日 海生定期ドック下架
59. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 31 年 2 月 15 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
60. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 2 月 21 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
61. MS 調査　生物海洋学分野 平成 31 年 2 月 22 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
62. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 2 月 25 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
63. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 3 月 6 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
64. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 3 月 13 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
65. MS 調査　生物海洋学分野 平成 31 年 3 月 18 日 MS 女川湾湾奥部での生物環境データの採集
66. MS 調査　附属フィールドセンター 平成 31 年 3 月 19 日 MS 雄勝湾調査（多項目水質計）
67. MS 調査　マリンサイエンス復興支援室 平成 31 年 3 月 26 日 MS に関連した養殖環境調査に使用するため
68. MS 調査　女川湾 st . 1 定期調査 通年週／ 1 回観測（平時） 女川湾 st.1（多項目水質計）






JIFS（Journal of Integrated Field Science）編集を担当して
おり，事務補佐として西脇千穂が業務を担当している。
JIFS は Vol.15 より電子化され，農学部 WEB サイトより公
開されるようになった（https://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/
about/field/jifs/index.html）。



































入門演習 大村　道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
フィールド社会技術学特論 米澤　千夏 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤　千夏 大学院前期 2 学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。

















広域を対象とした水稲作付面積の把握 井上　晋平 Seneinel - 1 データ等を用いて広域を対象とした水稲作付面積把握を試みた
川渡地区を観測した航空機搭載レーダ
画像の解析

































学コースの生産フィールド実習（第 1 回目と第 2 回目）
および農場実習 A（第 3 回目）は，水稲の栽培管理（移
植実習，除草管理実習，収穫実習，食味調査実習）およ
び調査（苗調査，生育中期の生育調査，収量調査）を柱



















平成 30 年 4 月 13 日～ 14 日，5 月 11 日～ 12 日，
18 日～ 19 日，6 月 15 日～ 16 日の日程で，学部







　　b） 生産フィールド実習Ⅱ（学部 3 年生対象）
平成 30 年 6 月 25 日～ 29 日の 4 泊 5 日で，海洋





　　c） 生産フィールド実習Ⅰ（学部 2 年生対象）
平成 30 年 8 月 27 日～ 31 日の 4 泊 5 日で，海洋





　　d） 臨海実習（学部 1 年生対象）
平成 30 年 9 月 11 日～ 13 日の 2 泊 3 日で，海洋







における学生数は，博士課程後期が 1 名，学部 4 年
生が 1 名である。
データ解析の実習，解析結果から森林の植生動態に関す
る討論が行われた。日程と実習内容は表 2 - 1 に示した通
りである。
2）生物生産科学科・応用動物科学コース
応用動物科学コースでは，平成 30 年 5 月（2 泊 3 日），
8 月（4 泊 5 日）および平成 30 年 2 月（2 泊 3 日）の三期







た，8 月と 2 月の実習では，各日の夕刻に搾乳実習を行っ
ている。






応用生物化学科・生物化学コースの農場実習 B は 9 月




のもとで行われた。日程と実習内容は表 2 - 1 に示した通り
である。
4）応用生命化学科・生命化学コース
応用生命化学科・生命化学コースの農場実習 C は 5 月
16 - 18 日の期間に実施された。農業と環境に関する野外
討論，バター・ジャム加工実習，水稲苗移植実習，搾乳


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【開催日時】 平成 30 年 7 月 22 日（日）
 午前 10 時～午後 3 時半
【開放施設】 研究棟講義室・実習室・談話室・ゼミ室・
 駐車場奥の芝生広場
【応募者数】 57 名（初 32 名・リピーター 25 名）
 受講者数：51名（初 28名・リピーター 23名）
【応募者内訳】 園児：7 名・小学生 16 名・中学生 6 名・




































































【受講者数】 1 回目：23 名　2 回目：25 名



















































SDGs とは Sustainable Development Goals の略称であり， 





【開催日時】 平成 30 年 11 月 10 日（土）




 （初参加 15 名，リピーター 2 名：高校生 7 名，











・ コンポスト化施設見学  →  メタン発酵実験
・ ブレイクタイム





























4. 平成 30 年度　講演会・研修会等関係





































































行事名 年月日 主な対応者等 実数 延人数





平成 30年 7月 3日（1回目）

































































H 30.3.22 - 23 青葉山コモンズ
（新青葉山キャンパス）
FUTURE OF MARINE AQUACULTURE:
FINDING SOLUTIONS TO CHALLENGES
海洋水産養殖の未来：課題とソリュー
ション
招待講演者     3名
口頭発表者     5名
参　加　者   20名
37
2）共催行事
行事名 年月日 主な対応者等 実数 延人数
「セミナー東北の自然（春）」 平成 30 年  5 月 26  - 27 日 小倉振一郎　教授 20 40
「セミナー東北の自然（秋）」 平成 30 年 10 月 27 - 28 日 小倉振一郎　教授 18 36
3）支援主要行事（社会貢献・体験学習・視察研修など）
来訪者・内容 年月日 主な対応者等 実数 延人数
Date fm エフエム仙台


























平成 30 年 7 月 9 日 多田　千佳　准教授 24 24












平成 30 年 7 月 13 日 福田　康弘 6 6
さとのわ
六角牧場内の森林・動物の観察会
























大学名 内　容 利用期間 人　数 のべ人数 主な実習対応者
宮城大学
















































平成 30 年 11 月 14 日 佐々木哲生 7 7
一般市民（就農希望者）
－ブルーベリー圃場の視察見学等－















平成 31 年 3 月 25 日 福田　康弘　助教 1 1
安城農林高等学校 平成 31 年 3 月 28 日 福田　康弘　助教 1 1
その他　小学校教職員・大崎市等
視察・体験および打合せ




大学名 内　容 利用期間 人　数 のべ人数 主な実習対応者
弘前大学
復興農学フィールド実習 8  /  5 ～ 8  /  7
1 1
小倉振一郎　教授　他社会人 ※ 13 ※ 13



































4 / 19 ～ 4 / 25 ※ 2 ※ 14 陶山　佳久　准教授
横浜国立大学工学部





横浜国立大学環境科学情報研究院 ※ 2 ※ 4
東北大学大学院生命科学研究科 ※ 1 ※ 2
茨城大学農学部 子ウシの馴致に関する研究の検討 6 / 6 ～ 6 / 7 ※ 1 ※ 2 深澤　　充　准教授
熊本大学大学院自然科学研究科
襲速紀要素の植物におけるMIG - seq 解析 6 / 18 ～ 6 / 22
1 5
陶山　佳久　准教授
愛知教育大学　理科教育講座 ※ 1 ※ 5
岐阜大学大学院応用生物科学研究科 放牧家畜の採食行動調査 6 / 21 ～ 6 / 22 1 2 小倉振一郎　教授
東京大学大学院総合文化研究科 ミジンコ休眠卵における MIG - seq 解析 6 / 26 ～ 6 / 29
1 4
陶山　佳久　准教授





















平成 30 年 11 月 14 日 佐々木哲生 7 7
一般市民（就農希望者）
－ブルーベリー圃場の視察見学等－















平成 31 年 3 月 25 日 福田　康弘　助教 1 1
安城農林高等学校 平成 31 年 3 月 28 日 福田　康弘　助教 1 1
その他　小学校教職員・大崎市等
視察・体験および打合せ




























柿原　秀俊　助教※ 2 ※ 6
早稲田大学 森林実習に関する検討会 9 / 4 ※ 1 ※ 1 陶山　佳久　准教授








9 / 18 ～ 9 / 20
※ 4 ※ 12
陶山　佳久　准教授
九州大学大学院理学研究院 ※ 1 ※ 3

















10 / 27 ～ 11 / 2
※ 4 ※ 28
陶山　佳久　准教授
インドネシア大学院インドネシア大学 ※ 4 ※ 28
首都大学東京大学院理工学研究科
トウキョウサンショウウオの MIG - seq
解析
11 / 6 ～ 11 / 8 1 3 陶山　佳久　准教授
新潟大学大学院 次世代シーケンサーのデータ解析実習 11 / 6 ～ 11 / 8 2 6 陶山　佳久　准教授
新潟大学農学部自然科学研究科
野生動物を対象とした DNA 実験・実習 11 / 6 ～ 11 / 17
1 12
陶山　佳久　准教授新潟大学農学部 2 24









その他 78  265
京都大学農学部 ホンゴウソウの遺伝子解析 11 / 7 ～ 11 / 9 1 3 陶山　佳久　准教授
新潟大学大学院
自然科学研究科環境科学専攻





2  2 陶山　佳久　准教授
多田　千佳　准教授※ 1 ※ 1
秋田県立大学生物資源科学部
東北地区 5 大学生態学合同実習 1 / 29 ～ 1 / 30
7 14
陶山　佳久　准教授
秋田県立大学生物資源科学部 ※ 2 ※ 4
福島大学理工学類 4 8
福島大学理工学類 ※ 1 ※ 2
弘前大学農学生命科学部生物学科 3 6
弘前大学農学生命科学部生物学科 ※ 1 ※ 2
山形大学理学部生物学科 1 2
山形大学理学部生物学科 ※ 1 ※ 2
東京大学総合文化研究科
ミジンコ休眠欄における MIG - seq 解析
を用いたクローン識別
2 / 6 ～ 2 / 8 1  3 陶山　佳久　准教授
神戸大学大学院理学研究科
MIG - seq 解析を用いたアマゴ・モリア
オガエル野外集団の遺伝構造解析
2 / 13 ～ 2 / 14
1 2
陶山　佳久　准教授神戸大学 1 2
神戸大学大学院理学研究 ※ 1 ※ 2
玉川大学農学部環境科学科
次世代シーケンサーを用いた Mig - seq
実験および解析
2 / 24 ～ 2 / 26 ※ 1 ※ 3
オーダーメイド型実習プログラム利用人数　合計 191 354
※印の教員・研究員等の利用人数　合計 41 133
教育関係共同利用実習 3 プログラム利用者数合計　実数　272 名　のべ 489 名







水田面積 6.68 ha のうち，0.6 ha は放牧地利用，0.31 ha は





4.79 ha，有機栽培 0.604 ha，慣行栽培 0.376 ha であった。
今年度は，試験で有機栽培水田 0.274 ha，慣行栽培水田
0.083 ha，減々栽培水田 1.513 ha を使用した。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 4 月 2
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 9，
13 日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））




年の 11 月 14 日に，それ以外の水田では 4 月 3 日～ 5 日に
かけて行った。散布量は 1t / 10 a とした。田植え作業は 5
月 8 日から開始して，5 月 22 日に終了した。田植え実習













1 号 -② 23.5
ひとめぼれ
5 / 16 7 / 30 10 / 4 440.2 26.4
減々栽培
1 号 -③ 25.8 5 / 16 7 / 30 10 / 4 417.2 25.0
1 号 -④ 22.0 5 / 17 7 / 31 10 / 4 388.1 29.1
1 号 -⑤ 17.0 5 / 17 7 / 31 10 / 4 394.6 29.6
3 号 -② 38.6 5 / 14 7 / 31 10 / 3 475.4 22.7
3 号 -③ 39.2 5 / 15 7 / 31 10 / 3 395.7 23.0
4 開 -② 18.6 5 / 15 7 / 30 10 / 5 392.2 19.4
4 開 -④ 24.3 5 / 15 7 / 30 9 / 20 496.4 23.9
4 号 -④ 33.9 5 / 10 7 / 31 9 / 26 454.3 25.9
4 号 -⑤ 31.2 5 / 11 7 / 31 9 / 26 515.9 23.2
4 号 -⑥ 23.0 5 / 10 7 / 31 10 / 2 464.0 23.3
4 号 -⑦ 22.5 5 / 11 7 / 31 10 / 2 493.6 24.8
4 号 -⑧ 20.2 5 / 10 7 / 31 10 / 2 523.7 27.5
4 号 -⑨ 17.7 5 / 11 7 / 31 10 / 2 530.1 27.9
4 号 -⑩ 16.2 5 / 10 7 / 29 9 / 20 506.5 25.7
4 号 -⑪ 9.2 5 / 10 7 / 29 9 / 20 501.6 25.4
小計 382.9 458.7 24.9
4 開 -① 13.5
ひとめぼれ
5 / 22 8 / 6 10 / 15 231.8 15.4
有機栽培
4 開 -③
6.7 5 / 22 8 / 6 10 / 15 230.0 15.2
7.2 5 / 22 8 / 6 10 / 15 314.0 16.4
4 号 -① 10.2 5 / 21 8 / 6 10 / 10 217.5 12.3
4 号 -② 10.6 5 / 21 8 / 6 10 / 10 289.9 16.3
4 号 -③ 12.2 5 / 21 8 / 6 10 / 10 265.9 14.9
小計 60.4 256.1 15.0
4 開 -③ 8.3
ひとめぼれ
5 / 22 8 / 2 10 / 15 408.7 21.2
慣行栽培
4 号 -① 9.8 5 / 21 8 / 2 10 / 12 457.8 17.7
4 号 -② 10.4 5 / 21 8 / 2 10 / 12 535.0 20.6
4 号 -③ 9.1 5 / 21 8 / 2 10 / 12 594.9 22.9
小計 37.6 501.6 20.5
3 号 -① 41.0 蔵の華 5 / 14 7 / 29 9 / 19 478.9 8.8 減々栽培，酒造米
4 開 -⑤ 29.8
ゆきむすび
5 / 8 7 / 26 9 / 18 333.4 8.2 減々栽培，
低アミロース米4 開 -⑥ 25.3 5 / 8 7 / 26 9 / 18 404.7 10.1
小計 55.1 366.1 9.1
合計 577.0 432.9 20.9
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は 5 月 10 日と 5 月 15 日に行った。出穂期は「ひとめぼれ」
（減々栽培）が 7 月 29 日～ 7 月 31 日，「ひとめぼれ」（慣
行栽培）が 8 月 2 日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8 月 6 日，
「ゆきむすび」が 7 月 26 日，「蔵の華」が 7 月 29 日であっ
た。収穫作業は 9 月 18 日から開始して 10 月 15 日に終了
した。収穫実習は 9 月 26 日に行った。
今年度は 4 号の有機水田と 1 号水田でイノシシによる被
害が若干見受けられた。被害が拡大するようなら今後対策
が必要と思われる。
今年度の 10 a 当りの収量は，「ひとめぼれ」減々栽培
458.7 kg，有機栽培 256.1 kg，慣行栽培 501.6 kg，「ゆきむす
び」366.1 kg，「蔵の華」478.9 kg であり，全体の平均収量
は 432.9 kg（平年収量 ＊ 463.8 kg）であった。
＊平年収量は平成 20 年から平成 29 年までの平均収量
2）畑作および果樹（表 6	-	2，6	-	3	，6	-	4，図 6	-	1）
（1）バレイショ
21 号圃場にて 4 月 11 日に殺虫剤散布，施肥，耕起を行っ
た。栽培面積は 19 a で，4 月 18 日に男爵および実習用と
してピルカ，メークイン，シンシア，とうやを植え付けた。
6 月上旬，地上部が 30 cm 程に達したころ，イノシシによ
り地下部から掘り起こされる被害が当センターで初めて
確認された。6 月 5 日に防獣ネットを圃場全体に張って対
策し，その後の被害はなく病害虫の防除に努め，生育も
順調に進んだ。8 月 1 日に実習用バレイショ，また 8 月 2
日に全体作業で男爵の収穫を行った。
収穫後の腐敗もあまりなく，総収量は粗重量で 4,350 kg
（2,290 kg / 10a）で平年並みの反収となった。
（2）根菜類（ニンジン・ゴボウ）
3 号圃場にて 5 月 1 日に石灰散布，耕起を行った。5 月
24 日肥料散布，混和を行い，5 月 25 日に畝立てを行った。
栽培面積は各 6 a で 5 月 25 日にゴボウ（滝野川）の播種，
また 6 月 4 日にニンジン（国分鮮紅大長）の播種を行った。
その後は除草，間引き，追肥，培土などの管理作業や病害
虫防除に努めた。収穫はニンジンを 10 月 25 日，ゴボウを
10 月 25 日，10 月 26 日にそれぞれ行った。
総収量はニンジンが 868 kg（1,446 kg / 10 a），ゴボウが
290 kg（483 kg / 10 a）であり，いずれも平年収量の 8 割程
度となった。
（3）根菜類（ナガイモ類）
3 号圃場にて 4 月 16 日～ 4 月 25 日まで下穴掘作業，5
月 1 日に石灰散布，5 月 2 日に耕起を行った。また，5 月
15 日～ 5 月 23 日にかけて整地，畝立て，肥料散布，混和，
支柱立て，ネット張りを行った。5 月 23 日，5 月 24 日に
ナガイモ 10.4 a（トロフィー 1066・ねばり芋），姫神芋 0.6 a
を定植した。その後は除草，つるかけ，追肥などの管理作
業や病害虫防除に努めた。10 月 1 日（台風 24 号）と 10 月
9 日（台風 25 号）の度重なる台風により，蔓が切れ，支柱
が倒されネットが破損するなどの被害があったが，芋の肥
大は終了していたため収量に影響はなかった。11 月 26 日
～ 12 月 3 日にかけて収穫を行い，その後 12 月中旬まで水
洗い，選別等行った。
総収量はナガイモ（トロフィー 1066・ねばり芋）が 3,105 kg
（2,986 kg / 10 a），姫神芋が 182 kg（3,038 kg / 10 a）であり，
いずれも平年収量を上回った。
（4）ウメ
平成 30 年 2 月 7 日より剪定作業を開始し，剪定作業後に
コンポスト（1t / 10 a）を梅木の間に散布した。コンポスト
は当センターで生産されたものを使用した。
梅の開花始めは 4 月 3 日頃，満開は 4 月 12 日頃であった。
6 月 13 日に梅木下の除草作業を行い，6 月 26 日に収穫・調
整作業を行った。
収穫した総量は 293.8 kg であり，そのうち 207 kg を売り
払いし，廃棄は 86.8 kg であった。
（5）ルバーブ




5 月 31 日に収穫，調整作業を行い，総収穫量は 144.5 kg で，
ジャム用 102 kg（冷凍保存），生売り 36.5 kg，廃棄 6 kg の
内訳であった。
栽培管理として除草作業（7 月 18 日，9 月 14 日），10
月 18 日に藁マルチによる防草作業を行った。さらに，今





表 6-2　平成 30 年度水稲及び畑作物の 10 a 当たり収量
作　　　目
平成 30 年度収量 平年収量
（kg / 10 a） 指数（%） （kg / 10 a）
水　　　　　 稲 432.9 93.3 463.8 
バ レ イ シ ョ 2,290.0 101.2 2,263.4 
ゴ ボ ウ 1,446.0 83.1 1,739.4 
ニ ン ジ ン 483.0 85.7 563.8 
ナ ガ イ モ 2,986.0 122.9 2,429.2 
姫 神 い も 3,038.0 207.7 1,462.6 
ブ ル ー ベ リ ー 141.0 71.6 196.8 
ル バ ー ブ 193.0 127.0 152.0 




＊梅の平年収量は，調査木 3 本の過去 5 年間の平均収量
44





ブルーベリーの開花初めは 4 月 28 日～ 5 月 2 日頃であり，





月 25 日から 7 月 12 日で，平年並みだが昨年度より 1 週間
長かった。













移植を 5 月 17 日に行い，収穫は 9 月 18 - 19 日に行った。
この間，遺伝子組換えイネの外部への漏出を防ぐ目的で，
出穂期前の 7 月 20 日に防雀網の設置を行った。さらに，





デントコーンは，10 号 -1 圃場（2.5 ha）に作付した。早
生種のスノーデント 118 S を 5 月 16 日に播種し，クマの食
害防止のため電牧柵を設置した。その後，漏電防止のため
5 月 29 日，7 月 30 日に除草剤の散布を行うなどの維持管
理を行った。刈り取りおよびバンカーサイロへの収納は，
10 月 3 日，4 日に実施した。9 月 4 日と 9 月 30 日に襲来し
た台風 21 号と 24 号の影響で全面倒伏し，収量が減少した。
表 6 - 5 に示したとおり，総収量は現物で 54,000 kg，10 a 当
りの収量は 2,160 kg となった。水分は 57.0 ％で乾物生産量
は 23,220 kg であった。
（2）牧草
平成 30 年度における，採草地・放牧地および更新地の
年間施肥計画を表 6 - 6 に，採草地の年間施肥基準を表 6 - 7
に，採草地・放牧地の年間施肥実績と 10 a 当りの目標収量
および実収量を表 6 - 8 に，また耕地内草地の作付面積およ
び圃場別生産量を表 6 - 9 に示した。
A）耕地内草地
平成 30 年度は全草地 49.9 ha のうち放牧地として 1,026 a
（20.6 ％）供用し，480 a（9.6 ％）をワルナスビなどの影
響で耕作放棄し，残り 34.8 ha の採草を行った。採草地の年
間収量は，生草換算で 10 a 当たり 3.2 t，計 1,111 t となった。
エゾノギシギシ防除として，4 月 19 日と 20 日にハーモニー
を 3g / 10 a 散布した。




の追肥は，6 月 18 日と 7 月 4 日に行った。
二番草の収穫は，7 月 26 日から開始したが，長雨の影
響で作業ができなかったため，終了したのは 9 月 13 日で
あった。採草地の合計収量は生草換算で 272.2 t であり，
乾草 328 a（6.6 ％）と 3,152 a のロールサイレージ調製を行っ
たが，553 a（15.9 ％）は刈取り後に腐敗したため廃棄した。
二番草の刈取り後の追肥は 8 月 30 日，31 日と 9 月 6 日に
行った。
三番草の収穫は，10 月 14 日～ 10 月 26 日まで行った。
二番草の作業の遅れから，収穫できたのは 2,370 a（68.1 ％）
であった。合計収量は生草換算で 194.0 t であり，すべてロー
ルサイレージ調製を行った。三番草収穫後の，12 月 3 日に
作業上トラクタが旋回し裸地化するための対策として，圃
場の外周 10 m の幅でハイブリッドライグラス（テトリラ
イトⅡ）を追播した。11 月 26 日，27 日と 12 月 21 日～ 23
日に全ての採草地に牛糞コンポストを散布した。
今年度は 2 号 - 2 圃場（100 a）を更新した。10 月 2 日か
ら耕起，砕土，施肥，整地を行い，10 月 9 日に播種，転圧
を行った。
B）北山放牧地
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6-4　水田及び畑作における農薬使用量（平成 30 年度）
薬　　　品　　　名 容　　　量 分　　　類 前年度在庫量 購 入 数 量 使　用　量 残　　　量
水　田
エコホープ DJ 500 g 普通物 － 500 g 500g －
クリンチャー 1 キロ粒剤 1 kg 普通物 2 kg － 2 kg －
〃 3 kg 普通物 － 51 kg 36 kg 15 kg
月光ジャンボ 400 g 普通物 － 1,200 g 1,200 g －
コラトップ 1 キロ粒剤 12 1 kg 普通物 6 kg － 3 kg 3 kg
スタークル 1 キロ H 粒剤 1 kg 普通物 － 43 kg 43 kg －
スタークル粉剤 DL 3 kg 普通物 － 27 kg 27 kg －
ゼータワン 1 キロ粒剤 1 kg 普通物 － 49 kg 41 kg 8 kg
ゼータワンジャンボ 400 g 普通物 － 2,000 g 1,200g 800 g
ダントツ H 粉剤 DL 3 kg 普通物 － 27 kg 27 kg －
テクリード C フロアブル 500 ㎖ 普通物 400 ㎖ 2,000 ㎖ 1,900 ㎖ 500 ㎖
デジタルメガフレア箱粒剤 1 kg 普通物 2 kg － 2 kg －
D r. オリゼフェルテラ粒剤 1 kg 普通物 60 kg － 50 kg 10 kg
D r. オリゼフェルテラグレータム粒剤 1 kg 普通物 2 kg － 2 kg －
ニトウリュウ 1 キロ粒剤 1 kg 普通物 3 kg 20 kg 22 kg 1 kg
バサグラン粒剤 3 kg 普通物 120 kg － 69 kg 51 kg
フェルテラ箱粒剤 1 kg 普通物 2 kg － 2 kg －
モゲトンジャンボ 500 g 普通物 － 3,000 g 3,000 g －
薬　　　品　　　名 容　　　量 分　　　類 前年度在庫量 購　入　量 使　用　量 残　　　量
畑　作
アミスター 20 フロアブル 250 ㎖ 普通物 － 500 ㎖ 349 ㎖ 151㎖
ガードベイド A 2 kg 普通物 2 kg 10 kg 8.4 kg 3.6 kg
シンダイン　展着剤 500 ㎖ 普通物 － 500 ㎖ 20 ㎖ 480㎖
センコル水和剤 100 g 普通物 － 200 g 200g －
ダイアジノン粒剤 3 kg 普通物 5 kg 6 kg 9 ㎏ 2 kg
トレファノサイド乳剤 500 ㎖ 普通物 － 1,000 ㎖ 900 ㎖ 100㎖
ナブ乳剤 500 ㎖ 普通物 810 ㎖ 500 ㎖ 400 ㎖ 910㎖
バスタ液剤 1000 ㎖ 普通物 3,420 ㎖ 1,000 ㎖ 1,000 ㎖ 2,420㎖
モスピラン顆粒水溶剤 100 g 劇　物 197 g 100 g 10 g 287g
ラウンドアップマックスロード 5.5 ℓ 普通物 － 5.5 ℓ 0.3 ℓ 5.2ℓ
ロロックス水和剤 100 g 普通物 260 g 100 g 200g 60g
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表 6-6　採草地・放牧地および更新地の年間施肥計画
　　施 肥 量 （kg / 10 a）
区　　分












早 　 　 春 20 2.6   5.2   2.0   4.0   0.0 
一 番 刈 後 10 4.1   3.9   1.0   2.0   0.0 
二 番 刈 後 15   3.0   1.5   3.0   0.0 
三 番 刈 後   5 10   1.0   2.5   1.0   1.2 400




早 　 　 春 20   4.0   2.0   2.0   1.0 
追 肥 2） 45   9.0   4.5   4.5   2.3 
合 　 　 計 65 13.0   6.5   6.5   3.3 
更　新　地 30 30 50 100   5.1 25.3   5.1 2,000
北山放牧地
（内施肥面積）
40 4.7 10.2 4.0 4.0   2.0 
1）表にあげた施肥基準は生草換算収量 3 t とし，採草地には表 6 - 7
に示す通り，収量が 1 t 増すごとに草地化成 212 号を 25 kg 増しと
する。また，放牧地については加里を窒素の半分とするため，草
地化成 211 号を用いる。
2） 放牧地追肥は年 3 ～ 5 回に分施する。
3） 堆肥（コンポスト）は草地の状況に応じ
て散布する。
表 6-7　採草地の年間施肥基準（kg / 10 a）
目標収量
（t 生草 /10 a）1）
N P2O5 K2O
3.0 13.1   7.0 10.0 
4.0 18.1   9.5 15.0 
5.0 23.1 12.0 20.0 
6.0 28.1 14.5 25.0 
1）生草換算重量は乾物を生草の 20 ％として算出した。
表 6-5　平成 30 年　デントコーン生産量




10 号の 1 250 スノーデント 1 18S 5 月 16 日 10 月 3 ～ 4 日 54,000 2,160






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 30 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98








出荷することのない黒毛和種成雌牛 8 頭を 5 月 15 日から
10 月 3 日まで 142 日間放牧した。そのうち 7 月 24 日から
8 月 2 日までの 10 日間は研究のため黒毛和種成雌牛 4 頭の
みを放牧した。また，13 号の 1 と 13 号の 2 に 4 月 30 日か
ら 6 月 27 日，7 月 24 日から 10 月 29 日，9 月 26 日から 10
月 10 日まで肉用牛成雌牛（4 - 51 頭）を放牧，14 号の 1 と










飼料は平成 29 - 30 年度当センター産ロールサイレージを給
与した。毛刈りは 4 月 10 日，16 日，17 日と 5 月 7 日，8 日，
13 日の計 6 日間に 31 頭行った。
コンポストに関しては，平成 30 年 3 月 6 日より平成 31
年 1 月 23 日までの間に 6 回のコンポスト化処理を行った。
処理量は，480 t であった。
2）家畜頭数の異動（表 7-1-1，7-1-2）
黒毛和種は，平成 30 年度当初は 94 頭であり，前年度よ
り 1 頭多いスタートとなった。
生産については，前年度より 3 頭減の 33 頭の子牛生産
となった。死亡については，経産牛 2 頭で 1 頭は腰痿のた
め放牧地で死亡，1 頭は分娩後の子宮脱のため死亡した。
また，雌子牛 1 頭が虚弱により生後間もなく死亡した。売
払いについては，雌牛では経産牛 9 頭，若牛（肥育）6 頭，
育成牛 1 頭，子牛 12 頭の計 28 頭，雄牛では種雄牛 1 頭，
成去勢牛（肥育）6 頭，子牛 6 頭の計 13 頭，合計 41 頭を
売却した。管理換えは 0 頭であった。これらの変動により，
年度末には，年度当初より 11 頭減の 83 頭となった。
日本短角種は，平成 30 年度当初は 23 頭であり，前年
度より 1 頭少ないスタートとなった。生産については，
前年度より 2 頭増の 16 頭の子牛生産となった。死亡につ
いては，0 頭であった。売払いについては，雌子牛 3 頭と




ホルスタイン種は，平成 30 年度当初は 33 頭であり，
前年度より 6 頭多いスタートとなった。生産については，
前年度より 1 頭減の 16 頭の子牛生産となった。死亡につ
いては，経産牛 3 頭で 1 頭がダウナー症候群，1 頭が転倒
による大腿骨骨折，1 頭が脳腫瘍疑いで死亡した。また，
雄子牛 1 頭が腸狭窄により死亡した。売払いについては，
経産牛 3 頭を売却した。管理換えについては，雄子牛 4
頭を研究のため農学部へ供出した。これらの変動により，
年度末には，年度当初より 3 頭増の 36 頭となった。





A）繁殖成績（表 7	-	2	-	1，表 7	-	2	-	2，表 7-2	-	3）
表 7 - 2 - 1 は平成 29 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に
供用した牛の成績である。繁殖方法は人工授精による授
精を行った。その結果，受胎率（受胎頭数÷繁殖供用頭
数× 100）は黒毛和種で 68.8％，日本短角種で 66.7％であっ
た。両品種とも技術目標（受胎率 85 ％）を下回った。また，
分娩率（分娩した母牛の頭数÷繁殖供用頭数× 100）は，
黒毛和種で 66.7 ％，日本短角種で 66.7 ％であった。




を除くと，黒毛和種でのべ 54 頭，日本短角種でのべ 25 頭
であった。繁殖方法として，人工授精を行った。その結果，
黒毛和種で 36 頭が受胎して日本短角種で 15 頭が受胎した。
受胎率は黒毛和種で 70.7 ％，日本短角種で 60.0 ％であり，
両品種ともに技術目標（受胎率 85 ％）を下回った。
B）肥育成績（表 7	-	3）
表 7 - 3 に平成 30 年度に出荷した肥育牛（黒毛和種去勢
牛 6 頭，雌牛 6 頭）の成績を示した。平均肥育期間は
21.6 ヵ月，平均出荷月齢は 30.7 ヵ月齢，平均出荷体重は
739.3 kg であった。枝肉格付けは A - 5 が 4 頭，A - 4 が 5 頭，




表 7 - 4 - 1 は平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月までの間
に繁殖に供用した牛の現繁殖状況と前回繁殖状況をまとめ
た成績である。現繁殖状況の分娩頭数はのべ 14 頭である。
授精を行った 11 頭の初回授精日数は分娩後 103 ± 82（平
53
均値±標準偏差）日で，その内，受胎した 6 頭の受胎日数
は 113 ± 63 日で授精回数は 1.5 ± 0.55 回であった。前回
繁殖状況は経産牛で空胎日数 153 ± 55 日で授精回数 1.6 ±
1.0 回であった。未経産牛は受胎月齢 14.8 ± 0.9 ヶ月で授
精回数 1.5 ± 0.6 回であった。
表 7 - 4 - 2 は平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月までの間
に繁殖に供用した未経産牛の成績である。未経産牛 11 頭
中 9 頭が受胎した。平均受胎月齢は 17.9 ヵ月齢であった。
B）産乳成績（表 7	-	5）
搾乳牛の平均産次数は 2.5 産で過去 5 年の平均 2.5 産と
同じだった。平均搾乳頭数は 11.7 頭で過去 5 年の平均 13.9
頭より下回った。総産乳量は 80,962 kg と過去 5 年平均の









ル内の糞尿（水分 80 - 85 ％）および各畜舎の厩肥（水分






30 - 50 ％混合しながら装置に投入し，下部通気しながら撹




本年度のコンポスト生産量は，平成 30 年 3 月 6 日から
平成 31 年 1 月 23 日までの 6 回で合計 480 t となった。作

































生　　産 3 3 4 3 4 4 2 4 3 3 33
売　　払 4 1 3 2 6 3 11 5 3 3 41
管 理 換 0
死　　亡 1 1 1 3































生　　産 3 2 3 3 2 2 1 16
売　　払 1 1 1 2 1 2 3 3 14
管 理 換 1 1
死　　亡 0































生　　産 1 3 1 2 1 1 1 1 2 3 16
売　　払 3 1 1 5
管 理 換 2 1 1 4
死　　亡 1 1 1 1 4

































管 理 換 0
死　　亡 0
合計頭数 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31
表 7-1-2　平成 30 年度　月別家畜移動の推移
日本短角種





経 産 牛 14 4 18
若　 牛 5 1 4 2 2
育 成 牛 2 2 2 2
子　 牛 7 3 2 2
小 計 21 7 0 3 1 24
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育成雄牛 0 0
子 雄 牛 2 9 11 0
小 計 2 9 0 11 0 0
合 計 23 16 0 14 1 24
表 7-1-1　平成 30 年度　飼養区分頭数の異動
黒毛和種





経 産 牛 42 2 9 9 40
若　 牛 15（6） 6（6） 9 7 7
育 成 牛 8 1 7 6 6
子　 牛 6 18 1 12 6 5
小 計 71 18 3 28 0 58
雄
種 雄 牛 1 1 0
成去勢牛 6（6） 6（6） 12 12（12）
育成雄牛 12 12 12 12
子 雄 牛 4 15 6 12 1
小 計 23 15 0 13 0 25
合 計 94 33 3 41 0 83
＊（　）内は肥育頭数
ホルスタイン種





経 産 牛 15 3 3 7 16
若 　 牛 4 4 5 5
育 成 牛 8 8 10 10
子雌牛（H） 6 8 10 4
子雌牛（F1） 0 0
小 計 33 8 3 3 0 35
雄
種 雄 牛 0 0
成 雄 牛 0 0
育 成 雄 牛 0 0
子雄牛（H） 0 8 1 2 4 1
子雄牛（F1） 0 0
小 計 0 8 1 2 4 1
合 計 33 16 4 5 4 36
緬羊





経 産 羊 9 9
若　 羊 0 0
育 成 羊 0 0
子 雌 羊 7 7
小 計 16 0 0 0 0 16
雄
種 雄 羊 1 1
成 雄 羊 8 6 14
育成雄羊 0 0
子 雄 羊 6 6 0
小 計 15 0 0 0 0 15
合 計 31 0 0 0 0 31
家畜飼養区分の定義（羊）
経 産 羊 … 分娩した羊
若 羊・ 成 羊 … 雌は 8 ヵ月以上分娩まで。雄は 8 ヵ月以上
育 成 羊 … 4 ヵ月以上 8 ヵ月未満
子 羊 … 出生より 4 ヵ月未満
家畜飼養区分の定義（牛）
経 産 牛 … 分娩した牛
若 牛・ 成 牛 … 雌は 18 ヵ月以上分娩まで。雄は 18 ヵ月以上
育 成 牛 … 6 ヵ月以上 18 ヵ月未満
子 牛 … 出生より 6 ヵ月未満
55
表 7-2-1　肉牛繁殖成績の概要







頭数（のべ頭数） 率（%） 頭数（母牛） 率（%） 備　考
黒毛和種
経　産 39 30 76.9 29 74.4 流産 1 頭
未経産 9 3 33.3 3 33.3
計 48 33 68.8 32 66.7
日本短角種
経　産 16 10 62.5 10 62.5
未経産 5 4 80.0 4 80.0
計 21 14 66.7 14 66.7
＊繁殖供用頭数は当初淘汰予定牛を除いた頭数
＊死亡及び淘汰は繁殖供用牛の死亡及び淘汰を表す
番　号 個体番号 生年月日 産　歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備　考
1 B 1540 H 17.  8.12 9 H 28.  4.  4 H 29.  8.  6 489 授精対象外
2 B 1567 H 18.  7.  7 8 H 28.  3.29 H 29.  4.17 384 授精対象外
3 B 1639 H 20.  1.29 8 H 29.  2.14 H 30.  4.30 440 AI H 30.  9.21 ○
4 B 1641 H 20.  5.15 7 H 28.11.30 H 29.10.29 333 AI H 30.  3.  2 ×
5 B 1678 H 21.  5.20 8 H 29.  5.23 H 30.  5.23 365
6 B 1705 H 22.  1.18 6 H 28.11.13 H 29.10.  8 329 AI H 30.  2.26 ○
〃 B 1705 H 22.  1.18 7 H 29.10.  8 H 30.12.  7 425 授精対象外
7 B 1712 H 22.  5.17 6 H 28.10.29 H 29.10.  9 345 AI H 30.  1.16 ○
8 B 1713 H 22.  5.18 7 H 29.  5.  5 H 30.  9.13 496
9 B 1718 H 22.  6.10 7 H 29.  5.16 H 30.  4.12 331 AI H 30.10.17 ○
10 B 1722 H 22.  6.21 8 H 29.  3.28 H 30.  5.13 411 AI H 30.  8.  6 ○
11 B 1738 H 22.  8.21 6 H 28.11.14 H 29.11.  6 357 AI H 30.  7.  5 ○
12 B 1740 H 23.  1.18 5 H 28.  9.12 H 29.11.28 442 AI H 30.  1.24 ○
13 B 1741 H 23.  3.14 5 H 28.11.10 H 29.11.11 366 AI H 30.  1.26 ○
〃 B 1741 H 23.  3.14 6 H 29.11.11 H 30.11.  9
14 B 1744 H 23.  5.17 3 H 27.  6.  1 H 28.10.14 501 授精対象外
15 B 1745 H 23.  5.20 5 H 29.  3.29 H 30.  5.18 415 AI H 30.  8.  2 ○
16 B 1751 H 23.  6.  1 5 H 29.  3.  7 H 30.  3.31 389 AI H 30.12.  6 ○
17 B 1759 H 23.  6.23 5 H 29.  3.29 H 30.  8.  3 492 授精対象外
18 B 1791 H 24.  6.28 5 H 29.  6.25 H 30.  8.  8 409 授精対象外
19 B 1797 H 24.  7.26 3 H 28.  2.22 H 29.  1.25 338 授精対象外
20 B 1798 H 24.  7.28 5 H 29.  6.15 H 30.  9.  8 450
21 B 1799 H 24.  7.29 4 H 28.  9.27 H 30.  3.15 534 授精対象外
22 B 1808 H 24.10.  1 4 H 29.  7.30 H 30.  8.28 394 授精対象外
23 B 1813 H 24.12.  8 3 H 28.  9.11 H 29.  9.10 364 AI H 30.  1.  4 ○
〃 B 1813 H 24.12.  8 4 H 29.  9.10 H 30.10.15 400
24 B 1822 H 25.  5.25 3 H 28.  8.13 H 29.  8.  6 358 授精対象外
25 B 1824 H 25.  5.28 4 H 29.  6.16 H 30.  7.16 395 AI H 30.10.18 ○
26 B 1826 H 25.  6.  6 3 H 28.  9.11 H 29.11.27 442 AI H 30.  3.  8 ○
〃 B 1826 H 25.  6.  6 4 H 29.11.27 H 30.12.24 392
27 B 1829 H 25.  6.25 3 H 28.  7.16 H 29.  8.  3 383 授精対象外
28 B 1839 H 25.  8.26 3 H 29.  4.13 H 30.  3.  8 329 AI H 30.  8.16 ○
29 B 1844 H 25.  9.25 1 H 28.  2.  7 授精対象外
30 B 1851 H 26.  3.18 2 H 28.10.28 H 29.  9.21 328 AI H 30.  2.23 ○
〃 B 1851 H 26.  3.18 3 H 29.  9.21 H 30.11.30 435 死亡（H 30.12.1）
31 B 1852 H 26.  4.28 2 H 28.  6.  9 H 29.  7.  1 387 AI H 30.  6.19 ○
32 B 1855 H 26.  5.  7 2 H 28.  7.  8 H 29.  6.29 356 授精対象外
33 B 1859 H 26.  5.20 3 H 29.  6.  7 H 30.  9.22 472
34 B 1864 H 26.  6.11 2 H 28.10.  3 H 30.  1.29 483 授精対象外
35 B 1866 H 26.  6.20 2 H 28.  6.10 H 29.  7.13 398 AI H 30.  1.10 ○
〃 B 1866 H 26.  6.20 3 H 29.  7.13 H 30.10.28 472
36 B 1872 H 26.  7.26 2 H 28.10.16 H 29.10.25 374 授精対象外




番　号 個体番号 生年月日 産　歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備　考
1 N 0447 H 17.  6.27 10 H29.  7.  7 H 30.  8.14 403
2 N 0501 H 20.  6.  9 6 H28.10.  1 H 30.  1.19 475 AI H 30.  4.10 ○
3 N 0507 H 21.  5.20 5 H28.11.25 H 29.10.31 340 AI H 30.  2.26 ○
〃 N 0507 H 21.  5.20 6 H29.10.31 H 30.12.  6 401
4 N 0513 H 21.  6.19 7 H29.  5.27 H 30.  5.31 369 AI H 30.  9.20 ○
5 N 1026 H 24.  1.  8 4 H28.  6.24 H 29.  9.  7 440 AI H 30.  1.24 ○
〃 N 1026 H 24.  1.  8 5 H29.  9.  7 H 30.11.  6 425
6 N 1027 H 24.  1.26 4 H28.11.  2 H 29.12.  6 399 AI H 30.  2.15 ○
〃 N 1027 H 24.  1.26 5 H29.12.  6 H 30.11.26 355
7 N 1044 H 25.  8.  4 4 H29.  7.17 H 30.  8.10 389 AI H 30.11.15 ○
8 N 1049 H 26.  7.  1 2 H28.  7.10 H 30.  1.18 557 AI H 30.  6.25 ○
9 N 1050 H 26.  7.  3 2 H28.  8.28 H 29.  9.  1 369 AI H 30.  1.24 ○
〃 N 1050 H 26.  7.  3 3 H29.  9.  1 H 30.11.  1 426
10 N 1052 H 26.11.  3 2 H29.  1.26 H 30.  3.24 422 AI H 30.10.  3 ○
11 N 1055 H 27.  3.17 1 H 29.11.  2 AI H 30.12.  6 ×
12 N 1056 H 27.  6.24 2 H29.  7.13 H 30.  8.31 414
13 N 1063 H 28.  3.12 1 H 30.  7.28 AI H 30.12.19 ×
14 N 1064 H 28.  3.24 1 H 30.  7.31
15 N 1069 H 28.10.  1 0 AI H 30.  3.12 ○
〃 N 1069 H 28.10.  1 1 H 30.12.21
16 N 1074 H 29.  7.  7 0 AI H 30.10.  2 ○
17 N 1076 H 29.  7.13 0 AI H 30.12.26 ○
18 N 0977 H 21.  6.19 5 H28.  7.13 H 29.  8.29 412 AI H 30.  9.10 ○
19 N 0987 H 22.11.26 4 H28.  9.  5 H 29.11.27 448 AI H 30.  4.  9 ○
20 N 1522 H 27.  4.12 1 H 30.  5.17 AI H 30.12.11 ○
＊ AI は人工授精を表す
＊年末年始に分娩しないように繁殖を調整している
番　号 個体番号 生年月日 産　歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 最終授精日 妊娠の有無 備　考
38 B 1886 H 27.  3.  6 2 H 29.  3.20 H 30.  6.29 466 AI H 30.11.16 ○
39 B 1891 H 27.  4.25 2 H 29.  7.31 H 30.  7.24 358 AI H 30.12.18 ○
40 B 1892 H 27.  5.  6 2 H 29.  5.  9 H 30.  6.18 405 AI H 30.11.14 ○
41 B 1893 H 27.  5.10 2 H 29.  5.  8 H 30.  7.17 435 AI H 30.10.16 ○
42 B 1894 H 27.  5.22 2 H 29.  5.17 H 30.  6.16 395 AI H 30.12.23 ○
43 B 1895 H 27.  5.23 2 H 29.  6.14 H 30.  6.28 379
44 B 1918 H 27.12.13 1 H 30.  4.19 AI H 30.  8.  6 ○
45 B 1922 H 28.  2.  7 0 AI H 30.  5.  7 ○
46 B 1927 H 28.  3.11 0 AI H 30.  1.19 ○
〃 B 1927 H 28.  3.11 1 H 30.11.  3
47 B 1931 H 28.  4.  4 1 H 30.  8.  9
48 B 1940 H 28.  7.  3 0 AI H 30.  4.27 ○
49 B 1943 H 28.  7.16 1 H 30.  9.14
50 B 1947 H 28.  8.21 0 AI H 30.  1.  4 ○
〃 B 1947 H 28.  8.21 1 H 30.10.14 授精対象外
51 B 1952 H 28.  9.27 0 AI H 30.  2.23 ○
〃 B 1952 H 28.  9.27 1 H 30.12.13
52 B 1953 H 28.10.  3 0 AI H 30.  4.17 ○
53 B 1964 H 29.  2.14 0 AI H 30.  7.  5 ○
54 B 1965 H 29.  2.17 0 AI H 30.11.15 ○
55 B 1969 H 29.  3.28 0
56 B 1970 H 29.  3.29 0 AI H 30.10.26 ○
57 B 1973 H 29.  5.  5 0 AI H 30.  8.12 ○
58 B 1989 H 29.  8.  3 0 AI H 30.12.20 ○













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 7-4-2　平成 30 年度乳牛繁殖成績（未経産牛）
番号 個体番号 生年月日 初回授精月齢 受胎月齢 受胎牛授精回数 不受胎牛授精回数 備考 現況
1 H 332 H 28.  9.17 17.5 19.5 2 受胎
2 H 333 H 28.10.  1 16.9 20.4 2 受胎
3 H 336 H 29.  1.19 16.3 1 授精中
4 H 337 H 29.  1.26 17.2 17.2 1 受胎
5 H 339 H 29.  4.  7 15.2 15.2 1 受胎
6 H 341 H 29.  4.25 17.1 17.1 1 受胎
7 H 345 H 29.  7.14 13.9 15.3 2 受胎
8 H 347 H 29.  8.28 14.8 1 授精中
9 H 348 H 29.  9.  8 13.8 15.1 2 受胎
10 H 350 H 29.10.17 13.0 13.0 1 受胎
11 H 351 H 29.11.  8 14.1 14.1 1 受胎
平均値 16.6 17.9 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































散 布 月 日 作　　　　目 使 用 量（t）
2018 / 11 / 20 ～ 2018 / 11 / 22 牧 草 248.0
2018 / 11 / 26 ～ 2018 / 11 / 27 デ ン ト コ ー ン 80.0
2018 / 11 / 5 水 田 6.0
2018 / 11 / 14 試 験 水 田 3.6
2018 / 4 / 9 馬 鈴 薯 1.5
2018 / 3 / 26，2018 / 4 / 2 ～ 2018 / 4 / 3 果 樹 19.0
合　計 　 358.1
表 8　平成 30 年度素材生産
樹　　種 場　　　所 実施面積（ha） 実績数量（m3） 売払数量（m3） 金額（万円）
針葉樹（スギ）
17 林班 19 号畑西 0.35
135
207 90
17 林班 20 号畑西 0.15
17 林班ルーズバーン西 0.17
17 林班 13 号の 3 防風林 0.66 72








水 稲 5.77 250.0 43.3 
大 豆 0.11 4.0 36.4 
麦 0.03 6.5 216.7 
バレイショ 0.19 29.5 155.3 
人 参・ 牛 蒡 0.12 19.0 158.3 
ナ ガ イ モ 0.11 19.0 172.7 
果 樹 1.90 10.0 5.3 
デントコーン 2.50 58.0 23.2 
牧草（採草） 33.62 475.0 14.1 
牧草（放牧） 10.26 30.5 3.0 
8. 林木関係




では，5 林班へ小班 2 支番（126 m3），5 林班へ小班 3 支番
（280 m3）合わせてスギを 406 m3 生産する予定であったが，
北山道路の路面状況が悪く素材搬出が困難であったため，
当初は切捨て間伐予定であった 17 林班の 4 箇所（19 号畑，
20 号畑西，ルーズバーン西，13 号の 3 防風林）で素材生









利用面積及び利用時間を表 9 - 1 に，現有のトラクター及び
自走式作業機を表 9 - 2 に，現有の車両及び原動機付き自転
車を表 9 - 3 に，現有のトラクター用作業機を表 9 - 4 に，
それぞれ示した。
新たな車両および機械として平成 28 年 3 月以降に田植
機ポット苗 RS - 04 を，平成 29 年 3 月以降にホンダスーパー
カブ A6003 および自脱コンバイン YH448XJU（結束機付）









11 月 16 日油圧ショベル（E70B）のスターター修理を行っ
た。11 月 30 日モアコンディショナ（KM2401）のドラム交
換を行った。12 月 17 日油圧ショベル（E70B）フロントガ















（ℓ / h）平成 30 年度 累　　計
トラクター ヤンマー EG 445 H 25.01 6 5,040 302.5 1,611.2 873 2.9 
ヰセキ T 7000 S 58.03 34 3,480 57.5 7,849.8 202 3.5 
MF 165-3 S 51.03 41 3,231 43.2 8,387.6 159 3.7 
MF 194-4 S 56.03 36 5,264 40.6 840.1 96 2.4 
MF 265 S 59.03 33 4,590 48.7 5,330.3 233 4.8 
MF 290 S 57.03 35 5,070 115.1 7,786.0 364 3.2 
MF 3095 H 03.03 26 7,766 35.6 5,195.1 510 14.3 
JD 6100 H 07.03 22 5,735 201.0 6,900.1 1,278 6.4 
JD 6400 H 09.03 20 6,973 137.4 5,240.2 995 7.2 
ブルドーザ CAT - D 4 H S 61.03 31 11,300 5.8 3,050.6 0 0.0 
油圧ショベル CAT - E 70 B H 03.03 26 4,893 105.2 2,012.2 300 2.9 
ホイールローダ CAT - 903 C 2 H 30.10 0 7,776 147.2 147.2 474 3.2 
TCM - LL 4 - 2 H 18.03 12 3,299 464.1 6,390.5 886 1.9 
TCM - L 13 - 2（ロールグラブ付） H 16.03 14 7,770 343.6 8,944.2 2,300 6.7 
フォークリフト TCM FD 35 T 2 H 24.06 6 3,906 77.6 538.4 288 3.7 
スキットステアローダ トヨタ 3 SDK 4 H 06.03 23 1,483 15.5 550.4 17 1.1 
潅木刈払い機 RB - 1500 H 12.12 17 10,815 12.7 546.6 109 8.6 
自脱コンバイン YH 448 XJU（結束機対） H 29.08 1 5,940 - - - -
乗用田植機 クボタ NSU 67 - IT 5 FR H 22.03 8 2,415 - - - -
ポット苗，RS - 04 H 28.03 1 918 - - - -
乗用ロータリーモア カールⅡ NRMI 3 JH H 11.05 18 560 - - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD - EW H 14.03 16 720 - - - -








（km / ℓ）平成 30 年度 累　　計
乗　用　車 日産セレナ・VUA - TNC24 型 H 15.03 1,905 1,492 86,882 227 6.6
日産エクストレイル・UA - NT30 H 16.09 1,725 4,819 131,798 598 8.1
ホンダシャトル・DAA - GP8 H 28.03 2,817 11,390 41,928 560 20.3
三菱デリカ D：5　4WD H 27.02 2,529 6,210 31,034 766 8.1
日産エクストレイル・DBA - NT31 H 24.03 2,095 3,584 28,793 660 5.4
ト ラ ッ ク 日産アトラス・KR - SR8F23 H 17.09 1,920 2,261 51,299 348 6.5
日産コンドル・U - MK210FN H 05.11 6,199 1,950 105,946 365 5.3
日産コンドルダンプ・KK - MK26A（改） H 15.03 5,670 188 26,370 70 2.7
いすゞエルフ・KK - NKS71EA - 6 H 13.03 3,605 5,572 106,447 841 6.6
軽自動車スズキキャリー 4WD660 H 26.05 849 2,967 17,264 279 10.6
バ　イ　ク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
ホンダ・スーパーカブ A6003 H 29.03 210 - - - -
作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円） 除　籍
トレーラ　① MF 21 S 45.08 48 390
〃　　　　② MF 21 S 49.06 44 500
〃　　　　③ デリカ DTD 2300 S 63.10 30 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 27 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 25 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 19 651
プラウ スガノ TOYB - 18 × 2 S 57.10 36 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY 202C　16 - 18 - 20 × 2 H 13.03 17 797
ロータリーハロー① コバシ KA201 S 55.03 38 680
〃　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 30 650
表 9-4　現有のトラクター用作業機
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作 業 機 機 名 規　格・型　式 購入年月 経過年数（年） 取得価格（千円） 除　籍
ロータリーハロー④ ニプロ LX2202 H 03.03 27 649
ディスクハロー① MTH2400 スター式 H 02.03 28 632
ディスクハロー② MTH2400 スター式 H 13.03 17 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 37 458
ウイングハロー ニプロ HW - 3702B - 3L H 04.03 26 1,030
ニプロ WRS3610N - 0S H 25.01 5 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 53 120
マニュアスプレッダ① デリカ DF3000 S 60.03 33 1,145
〃　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 12 775
ブロードキャスタ① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 31 315
〃　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 30 270
〃　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 29 270
〃　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 28 268
〃　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 28 268
ライムソワ① スター MSL - 3030 H 04.08 26 281
〃　　　　② スター MSL - 3030 H 04.08 26 281
カーペットダスタ 丸山 CDM - 2A H 11.03 19 1,499 8 / 20
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 36 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 28 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 40 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 29 620
均平ローラ スター式 S 42.02 51 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 48 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 36 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM - 600W S 58.03 35 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S / 3 - YN H 25.06 5 2,074
ロータリーカルチベータ ニプロ PK - 510 H 02.03 28 483
コーンハーベスタ フェラボリー 2 条ロークロップ S 60.03 32 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 27 484 8 / 20
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 35 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 14 2,394
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 26 778
ジャイロテッタ スター MGT6310 H 29.05 2 935
ジャイロレーキ スター MGR3720 H 03.03 26 623
ジャイロレーキ スター TGR5410 H 28.03 4 1,488
ロールベーラ ジョンディア JD582CPNRTW H 21.09 10 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 42 2,650 8 / 20
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 42 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 40 490
サブソイラ MF27 S 55.07 37 250
フロントローダ MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） S 62.02 30 945
ラッピングマシン ニューランド NR - 301 H 10.03 19 1,499
畦塗機 富士トレーラーゼロ - 2 コンパス A H 04.02 25 797 8 / 20
畦塗機 ニプロ DZR302WNJC - 0S H 28.03 2 797
圧送ポンプ ROTA85T 型 H 04.03 25 1,246
トレンチャー ササキ TH - 771 H 04.03 25 989 8 / 20
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 18 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 20 1,729 8 / 20
フレールモア スター MFN1810 H 20.04 10 430
スノーブロワ スター MSB2550 H 27.01 3 939








平成 20 年 6 月
新牛舎（771 m2） 平成 20 年 6 月












平成 26 年 5 月
椎茸乾燥室（35 m2） 平成 26 年 6 月
実験室（35 m2） 平成 26 年 6 月





































平成 20 年度からの不動産等の異動状況は，表 10 - 1 のと
おりである。
なお，平成 29 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
10 - 2 のとおりである。
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表 10-3　年度別予算額一覧表










平成 29 年度 平成 30 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 2 19,800,000 1 9,600,000
基盤研究（B） 3 8,100,000 3 7,700,000
基盤研究（C） 2 2,800,000 1 1,200,000
挑戦萌芽 1 800,000
挑戦的研究（開拓） 1 6,900,000 1 4,300,000
若手研究（B） 1 900,000
奨励研究 2 1,150,000
特別研究員奨励費 1 1,100,000 1 1,000,000
合　計 13 41,550,000 7 23,800,000
表 10-5　主な設備備品の整備状況
購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H30.10.11 運）研究経費 日本キャタピラー合同会社　古川営業所 ホイールローダー
H31.  2.19 受託研究 株式会社セイミ 次世代シーケンサー　MiSeq システム
H31.  1.11 受託研究 株式会社セイミ DNA / RNA 分析用マイクロチップ電気泳動装置
H31.  1.22 受託研究 株式会社セイミ 自動 DNA 断片ゲル抽出システム
H31.  2.  8 共同研究 ヘンミ計算尺株式会社 ポータブル排ガス分析計
H31.  3.15 部局助成金 株式会社セイミ 顕微鏡デジタルカメラ




1. 職員等一覧表（平成 30 年度在職・在籍者）
（1）職員
ア .複合生態フィールド教育研究センター
センター長 　教　授（併）  尾定　　誠
副センター長 　教　授（〃）  小倉振一郎
　　〃　　　　　　准教授（〃）  多田　千佳
　　複合陸域生産システム部
 教　　　授  西田　瑞彦
     （30.7.1 採用）
 　〃　  （兼）  小倉振一郎
 　〃　  （〃）  清和　研二
 准教授（兼）  深澤　　充
 　〃　  （〃）  多田　千佳
 　〃　  （〃）  陶山　佳久
 助　　　教  田島　亮介
 　〃　  （兼）  柿原　秀俊
     （30.4.1 採用）
 　〃　  （〃）  福田　康弘









     （30.4.1 採用）
 技術補佐員  横山　良美
 　〃 　　　　　　　　佐々木綾子
     （30.10.1採用）
 　〃 　　　　　　　　川田　裕美
     （30.5.21採用）
 　〃 　　　　　　　　佐々木清子
     （30.5.7 退職）
 事務補佐員  佐々木清子
     （30.11.8採用）
　　複合水域生産システム部
  　准　教　授  池田　　実
 助　　　教  賴末　武史
     （30.6.16採用）
 技術専門職員  鈴木　善幸
 技能職員（機関員） 平塚　豊一
 臨時用務員  沢田　幸枝
     （31.1.31辞職）
 　〃   伊藤百合子
     （31.3.1 採用）
 技能補佐員  木村　俊裕
　　複合生態フィールド制御部
 准教授（兼）  米澤　千夏
 助　教（〃）  大村　道明












　　　　肉牛係長（兼）　   千葉　　孝
　　　　乳牛係長（〃）　   佐藤　和也
　　　　技術専門職員   加納　研一
　　　　技術一般職員   藤田　典弘
 　　　　　　〃    今野　真輔
 再雇用職員   中鉢　　広
     （30.10.31退職）
 　　〃    遊佐　健司
　　　環境農林科
 科　　長（技術専門職員）  鈴木　和美
 稲作係長（兼）    鈴木　和美
 畑作・園芸係長（〃）  高橋　佳代
 林木係長    （空　　席）
 技術専門職員   佐藤　理恵
 技術一般職員   鈴木　貴恵
     （30.4.1 採用）
 　　〃    中山　拓也
 　　〃 　（兼）  　　　　鈴木　政紀
　　　環境保全科
 科　　長　（兼）   千葉　　孝
 再雇用職員   遊佐　良一 
 　　〃    狩野　　広
　　　教育研究支援科
 科　　長（技術専門職員）  佐々木友紀
 教育研究支援係長（兼）　  佐々木貴子
 開放事業・共同利用拠点係長（技術専門職員） 千葉　純子
　　　　技術専門職員   梅津　知行
 　　〃　　（兼）   宍戸　哲郎
 　　〃　　（〃）   宇野　　亨




　　　　　　〃    渋谷　昭弘
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   　　　 3 年　茄子川　恒
    　　　 （社会人）
   　　　 2 年　梅津　将喜
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　瀧澤　修平






















 博士課程（後期）  　　　 3 年　安藤　大樹
 学　部　学　生 4 年　荻野　洸二
ウ．複合生態フィールド制御部
 博士課程（後期）  　　　 2 年　村田　裕樹
   　　　 　　　 （社会人）
 博士課程（後期）  　　　 1 年　井上　晋平
   　　　 　　　 （社会人）
 博士課程（前期）  　　　 2 年　古屋　　聡
   　　　 1 年　三浦　祐未　
 〃　ム    シ    エ
 学　部　学　生 4 年　千葉　佳佑
     〃　成澤　朋紀
   　　　 3 年　齋藤　昌弥
　　　　技能補佐員　　　　　　　　　　　後藤　貴紀




　　    
　事務部（農学研究科・農学部事務部）
　　　　事務長補佐   佐々木哲生
　　　　センター総務係長  佐々木恵理
　　　　事 務 職 員   文屋　恵美
　　　　事務補佐員   遠藤　裕子
　　　　センター業務係長   佐藤　聡啓
 事 務 職 員   舘内真由美
 事務補佐員   村田　花恵

















  　教　　　授  小倉振一郎
  　准　教　授　　　　　　深澤　　充
 助　　　教  柿原　秀俊
     （30.4.1 採用）
 （2）学生等
ア．複合陸域生産システム部
 博士課程（後期）　　　　　3 年　宇野　　亨  





























本誌は，附属農場において，従前の川渡農場報告（5 年毎）と川渡農場運営概況（毎年）を統合し，昭和 62 年（第 3 号）
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